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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
向
か
っ
て

「
小
学
校
国
語
科
の
目
標
は
」
と
問

い
か
け
る
と
、「
言
葉
に
よ
る
見
方
・

考
え
方
…
」と
瞬
時
に
応
え
て
く
れ
、

さ
ら
に
詳
し
い
説
明
ま
で
し
て
く
れ

る
。
情
報
通
信
技
術
の
進
歩
が
こ
れ

を
可
能
に
し
た
。

　
今
、
国
を
挙
げ
て
学
校
の
情
報
通

信
技
術
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
学
校
内
の
通
信
環
境
の
整
備
、

教
室
へ
の
大
型
投
影
機
と
ス
ク
リ
ー

ン
の
設
置
、
そ
し
て
、
一
人
一
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
配
布
等
々
。

　
本
年
一
月
の
盛
岡
市
教
育
研
究
所

研
究
発
表
大
会
で
、「
自
由
進
度
学

習
」
の
研
究
実
践
発
表
が
あ
っ
た
。

今
求
め
ら
れ
て
い
る「
個
別
最
適
な

学
び
」と「
協
働
的
な
学
び
」の
実
現
。

そ
の
た
め
に
情
報
通
信
技
術
を
活
用

す
る
。
一
人
一
人
の
学
び
の
過
程
に

ど
う
対
応
す
る
か
、
新
た
な
取
組
に

関
心
を
も
っ
て
聞
か
せ
て
い
た
だ
い

た
。

　
ま
た
、
同
じ
一
月
に
教
育
振
興
運

動
中
学
生
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
あ
っ

た
。
各
校
の
代
表
が
自
分
の
学
校
の

社
会
参
加
活
動
の
取
組
の
成
果
や
課

題
に
つ
い
て
発
表
し
、
意
見
を
交
流

し
合
う
。
そ
の
際
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
画
面
で
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た

り
、
発
表
資
料
を
作
っ
た
り
す
る
場

面
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
生
徒
た

ち
の
活
用
の
広
が
り
と
と
も
に
、
資

料
作
成
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

力
も
着
実
に
伸
び
て
き
て
い
る
と
感

じ
た
。
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情
報
通
信
技
術
の
大
き
な
進
歩
と

期
待
さ
れ
る
人
工
知
能
が
登
場
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
学
校
は
、
こ
の
人

工
知
能
も
活
用
し
た
新
た
な
学
習
指

導
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
先

の「
自
由
進
度
学
習
」
の
実
践
は
、

こ
れ
か
ら
の
学
習
指
導
の
一
例
を
示

し
て
く
れ
た
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
の
各
学
校
で
の
取
組
に
期
待
し

た
い
。

　
文
部
科
学
省
で
は
二
〇
三
〇
年
以

降
の
社
会
を
見
通
し
た
学
習
指
導
要

領
の
改
訂
作
業
を
進
め
て
い
る
。
情

報
通
信
技
術
の
目
覚
ま
し
い
進
歩
の

中
で
、
学
校
で
は
何
を
ど
う
学
び
、

ど
ん
な
能
力
を
付
け
て
い
け
ば
良
い

の
か
、
審
議
経
過
に
も
注
目
し
て
い

き
た
い
。　春は桜、夏は新緑、秋は紅葉、冬は雪化粧と、

四季折々の風景を贅沢に味わえる静かな分室
です。和室では、庭園を散策する人や野鳥の
声が心を和ませ、子どもたちは学習や遊びに
集中し、大人たちも穏やかに見守っています。
　季節の移ろいとともに、人と学びのふれあ
いが静かに息づく心安らぐ空間です。

こずかた写真館 57 「
ひ
ろ
ば
モ
リ
ー
オ
」

サ
テ
ラ
イ
ト
分
室

～
中
央
分
室
か
ら
の
眺
め
～
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今
年
度
の
全
体
研
究
発
表
は
、

二
つ
の
会
場
に
分
か
れ
、
本
市
の

喫
緊
の
課
題
で
あ
る「
児
童
生
徒

の
不
登
校
対
策
に
関
す
る
研
究
」

及
び「
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る

研
究
」、「
小
中
学
校
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
に
関
す
る
研
究
」
の
３

本
を
発
表
し
ま
し
た
。

︻
学
力
向
上︵
外
国
語
︶分
科
会
︼

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
、
４
名
の
研
究
員

が
、
課
題
領
域
で
あ
る「
話
す
こ

と（
や
り
と
り
）」「
読
む
こ
と
」「
書

く
こ
と
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
支
え
る
文
法
力
」
の
育
成

に
係
る
学
習
材
を
協
働
で
作
成

し
、
当
日
配
布
し
ま
し
た
。
そ
れ

ら
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
令
和
８

年
度
の
盛
岡
市
の
正
答
率
を
全
国

値
に
限
り
な
く
近
づ
け
る
こ
と
を

企
図
し
た
有
意
義
な
発
表
と
な
り

ま
し
た
。

︿
分
科
会
後
の
感
想
か
ら
﹀

・
提
示
さ
れ
た
教
材
と
取
組
に

よ
っ
て
、
生
徒
の
力
が
調
査
結
果

と
し
て
数
値
に
表
れ
て
い
る
点

は
、
大
変
説
得
力
が
あ
っ
た
。
加

え
て
、
学
習
量
に
応
じ
て
生
徒
の

【小ホール】特別支援教育に関する研究

【大ホール】ICT 活用に関する研究

学力向上（算数・数学）分科会

学力向上（外国語）分科会

自
信
が
高
ま
っ
て
い
る
様
子
が
見

て
取
れ
た
こ
と
も
印
象
的
だ
っ

た
。

・
県
学
調
の
結
果
を
踏
ま
え
た
現

状
と
対
策
つ
い
て
、
丁
寧
な
説
明

が
あ
り
、
今
後
の
授
業
改
善
に
生

か
せ
る
内
容
を
多
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
。

︻
学
力
向
上︵
算
数・数
学
︶分
科
会
︼

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
、
児
童
生
徒
の
数

学
的
な
見
方
・
考
え
方
を
豊
か
に

す
る
こ
と
を
目
指
し
た
授
業
改
善

例
を
提
案
し
ま
し
た
。
算
数
・
数

学
の
授
業
づ
く
り
に
向
け
て
、
単

元
で
身
に
付
け
た
い
資
質
・
能
力

を
明
確
に
す
る
こ
と
や
、
資
質
・

能
力
の
育
成
に
つ
な
が
る
効
果
的

な
数
学
的
活
動
の
具
体
な
ど
に
つ

い
て
、
実
践
事
例
を
も
と
に
理
解

を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
小
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
不
登
校

対
策
の
発
表
で
は
、
市
内
学
校
の

取
組
成
果
と
課
題
を
整
理
し
、
中

学
生
対
象
の
意
識
調
査
を
踏
ま
え

た
今
後
の
方
策
等
が
示
さ
れ
ま
し

た
。特
別
支
援
教
育
の
発
表
で
は
、

中
学
校
区
連
携
の
実
践
事
例
と
、

変
化
す
る
教
育
環
境
を
踏
ま
え
た

今
後
の
連
携
の
在
り
方
等
に
つ
い

て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
の
発
表
で
は
、
個
別
最
適
な

学
び
の
一
手
法
で
あ
る
自
由
進
度

学
習
の
実
践
を
通
し
て
、
子
ど
も

に
学
習
を
委
ね
る
と
い
っ
た
授
業

改
善
の
視
点
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

仁
王
小
学
校
と
下
橋
中
学
校
に
よ

る
実
践
発
表
で
は
、
取
組
に
あ

た
っ
て
の
指
導
上
の
工
夫
や
直
面

し
た
課
題
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

︿
発
表
後
の
感
想
か
ら
﹀

・
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
が
全

校
に
設
置
さ
れ
、
そ
の
役
割
と
効

果
が
数
値
で
裏
付
け
さ
れ
て
い
た

点
は
極
め
て
意
義
深
い
内
容
だ
っ

た
。
関
係
者
と
し
て
そ
の
成
果
を

実
感
し
て
い
る
。

・
特
別
支
援
教
育
に
お
い
て
は
、

地
域
内
に
核
と
な
る
教
員
を
置
き
、

情
報
共
有
や
交
流
を
図
る
こ
と
で

校
区
内
の
支
援
体
制
を
強
化
で
き

る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

・
不
登
校
対
策
も
特
別
支
援
教
育

も
相
互
互
助
的
な
支
援
体
制
の
構

築
が
鍵
に
な
る
と
感
じ
た
。

・「
約
半
数
の
児
童
生
徒
が
一
斉

指
導
に
適
応
し
て
い
な
い
」
と
い

う
現
状
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
に
学

習
を
委
ね
る
自
由
進
度
学
習
の
可

能
性
に
大
き
な
期
待
を
抱
い
た
。

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
留
ま
ら
ず
、
授

業
の
本
質
的
な
在
り
方
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
内
容
だ
っ
た
。

・「
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
」
と
い
う

言
葉
に
元
気
を
も
ら
っ
た
。

　
令
和
８
年
１
月
６
日
、
都
南
公
民
館
・
キ
ャ
ラ
ホ
ー
ル
及
び
渋
民

総
合
運
動
公
園
体
育
館
を
会
場
と
し
て
、
第
60
回
研
究
発
表
大
会
を

開
催
し
、
市
内
外
か
ら
約
３
５
０
名
の
先
生
方
に
御
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
全
体
研
究
発
表
及
び
分
科
会
発
表
の
概
要
に

つ
い
て
、
参
加
者
の
感
想
も
交
え
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

第
6060
回
研
究
発
表
大
会

令
和
７
年
度
盛
岡
市
教
育
研
究
所

全
体
研
究
発
表

　

今
年
度
の
全
体
研
究
発
表
は
、

二
つ
の
会
場
に
分
か
れ
、
本
市
の

喫
緊
の
課
題
で
あ
る「
児
童
生
徒

の
不
登
校
対
策
に
関
す
る
研
究
」

及
び「
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る

研
究
」、「
小
中
学
校
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
に
関
す
る
研
究
」
の
３

本
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
小
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
不
登
校

対
策
の
発
表
で
は
、
市
内
学
校
の

取
組
成
果
と
課
題
を
整
理
し
、
中

学
生
対
象
の
意
識
調
査
を
踏
ま
え

た
今
後
の
方
策
等
が
示
さ
れ
ま
し

た
。特
別
支
援
教
育
の
発
表
で
は
、

中
学
校
区
連
携
の
実
践
事
例
と
、

変
化
す
る
教
育
環
境
を
踏
ま
え
た

今
後
の
連
携
の
在
り
方
等
に
つ
い

て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
の
発
表
で
は
、
個
別
最
適
な

学
び
の
一
手
法
で
あ
る
自
由
進
度

学
習
の
実
践
を
通
し
て
、
子
ど
も

に
学
習
を
委
ね
る
と
い
っ
た
授
業

改
善
の
視
点
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

仁
王
小
学
校
と
下
橋
中
学
校
に
よ

る
実
践
発
表
で
は
、
取
組
に
あ

た
っ
て
の
指
導
上
の
工
夫
や
直
面

し
た
課
題
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

︿
発
表
後
の
感
想
か
ら
﹀

︻
学
力
向
上（
外
国
語
）分
科
会
︼

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
、
四
名
の
研
究
員

が
、
課
題
領
域
で
あ
る「
話
す
こ

と（
や
り
と
り
）」「
読
む
こ
と
」「
書

く
こ
と
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
支
え
る
文
法
力
」
の
育
成

に
係
る
学
習
材
を
協
働
で
作
成

し
、
当
日
配
布
し
ま
し
た
。
そ
れ

ら
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
令
和
８

年
度
の
盛
岡
市
の
正
答
率
を
全
国

値
に
限
り
な
く
近
づ
け
る
こ
と
を

企
図
し
た
有
意
義
な
発
表
と
な
り

ま
し
た
。

︿
分
科
会
後
の
感
想
か
ら
﹀

・
提
示
さ
れ
た
教
材
と
取
組
に

よ
っ
て
、
生
徒
の
力
が
調
査
結
果

と
し
て
し
て
数
値
に
表
れ
て
い
る

点
は
、
大
変
説
得
力
が
あ
っ
た
。

加
え
て
、
学
習
量
に
応
じ
て
生
徒

の
自
信
が
高
ま
っ
て
い
る
様
子
が

見
て
取
れ
た
こ
と
も
印
象
的
だ
っ

た
。

・
県
学
調
の
結
果
を
踏
ま
え
た
現

状
と
対
策
つ
い
て
、
丁
寧
な
説
明

が
あ
り
、
今
後
の
授
業
改
善
に
生

か
せ
る
内
容
を
多
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
。

︻
学
力
向
上（
算
数
・
数
学
）
分
科

会
︼

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
、
児
童
生
徒
の
数

学
的
な
見
方
・
考
え
方
を
豊
か
に

す
る
こ
と
を
目
指
し
た
授
業
改
善

例
を
提
案
し
ま
し
た
。
算
数
・
数

学
の
授
業
づ
く
り
に
向
け
て
、
単

元
で
身
に
付
け
た
い
資
質
・
能
力

を
明
確
に
す
る
こ
と
や
、
資
質
・

能
力
の
育
成
に
つ
な
が
る
効
果
的

な
数
学
的
活
動
の
具
体
な
ど
に
つ

い
て
、
実
践
事
例
を
も
と
に
理
解

を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

︿
分
科
会
後
の
感
想
か
ら
﹀

・
実
際
の
授
業
場
面
が
想
起
さ
れ
、

と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。
説
明
に

必
要
な
用
語
を
日
々
積
み
重
ね
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
や
、
深
い
学

び
の
在
り
方
を
考
え
る
良
い
機
会

と
な
っ
た
。

・
誤
答
の
分
析
結
果
を
基
に「
授

業
改
善
の
視
点
」
を
明
確
に
し
、

単
元
指
導
構
想
を
練
る
取
組
は
、

自
校
に
も
取
り
入
れ
た
い
内
容
で

あ
っ
た
。

︻
体
力
向
上
分
科
会
︼

　
運
動
領
域
ご
と
の
特
性
や
魅
力

を
最
大
限
に
生
か
し
、「
運
動
の

楽
し
さ
」
を
追
究
し
た
実
践
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
実
技
研
修
で

は
、
器
械
・
器
具
を
使
っ
た
運
動

遊
び
や
、
サ
ッ
カ
ー
と
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
題
材
に
、「
場
」「
ル
ー

ル
」「
準
備
運
動
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
」

の
工
夫
に
よ
る
楽
し
さ
を
味
わ
う

手
立
て
を
体
験
し
、
学
び
と
充
実

感
に
満
ち
た
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

︿
分
科
会
後
の
感
想
か
ら
﹀

・
運
動
の
楽
し
さ
を
実
感
で
き
る

内
容
で
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。
教

員
が
体
験
し
た
楽
し
さ
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を

再
認
識
で
き
た
。

・
成
長
段
階
に
応
じ
た
運
動
の
ポ

イ
ン
ト
や
楽
し
み
な
が
ら
体
力
を

高
め
る
工
夫
が
具
体
的
に
示
さ

れ
、
す
ぐ
に
授
業
に
活
用
で
き
る

実
践
的
な
内
容
で
参
考
に
な
っ

た
。

︻
先
人
教
育
分
科
会
︼

　
第
３
期
計
画
１
年
目
の
実
践
と

な
る
渋
民
中
学
校
区（
渋
民
中
・

渋
民
小
）
は
、
児
童
生
徒
の
主
体

的
な
生
き
方
・
考
え
方
の
育
成
の

た
め
に
、
地
域
の
先
人
で
あ
る
石

川
啄
木
を
学
習
の
中
心
に
据
え
、

「
小
中
の
学
び
の
系
統
性
・
連
続

性
」
や「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
」

を
踏
ま
え
た
実
践
を
展
開
し
ま
し

た
。
地
域
の
方
々
も
先
人
と
し
て

捉
え
る
取
組
も
行
わ
れ
、
参
加
者

に
と
っ
て
学
び
の
多
い
有
意
義
な

発
表
と
な
り
ま
し
た
。

︿
分
科
会
後
の
感
想
か
ら
﹀

・
石
川
啄
木
に
関
す
る
学
習
を
繰

り
返
す
こ
と
で
多
様
な
視
点
か
ら

啄
木
を
理
解
で
き
る
有
意
義
な
先

人
教
育
で
あ
る
と
感
じ
た
。
地
域

で
活
躍
す
る
方
々
を
先
人
と
捉
え

る
考
え
方
に
も
共
感
し
た
。

・
幅
広
く
生
き
方
や
考
え
方
に
触

れ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
入

れ
な
が
ら
理
解
を
深
め
て
い
く
こ

と
の
有
効
性
を
改
め
て
感
じ
た
。

︻
キ
ャ
リ
ア
教
育
分
科
会
︼

　

令
和
６
年
度
か
ら
委
託
研
究

を
進
め
る
仙
北
中
学
校
区（
仙
北

中
・
仙
北
小
・
向
中
野
小
）が
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
実
践
を
発
表
し
ま
し

た
。
９
年
間
を
通
し
た
体
系
的
な

キ
ャ
リ
ア
教
育
計
画
を
策
定
し
、

授
業
や
体
験
的
な
活
動
、児
童
会・

生
徒
会
活
動
等
を
キ
ャ
リ
ア
形

成
の
視
点
で
見
つ
め
直
し
た
取
組

は
、
今
後
の
教
育
実
践
に
資
す
る

示
唆
に
富
む
内
容
で
し
た
。

︿
分
科
会
後
の
感
想
か
ら
﹀

・
９
年
間
を
見
通
し
た
キ
ャ
リ
ア

教
育
全
体
計
画
と
そ
れ
を
補
填
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
見
直
し
は
素
晴

ら
し
い
と
感
じ
た
。

・
中
学
校
区
と
し
て
の
一
体
感
が

感
じ
ら
れ
た
。
組
織
・
理
念
・
実

践
が
有
機
的
に
結
び
つ
き
、
全
職

員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
姿
勢

が
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
成
長
に

直
結
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

た
。

︻
研
究
指
定
校
中
間
発
表
︼

　
来
年
度
に
学
校
公
開
研
究
会
を

控
え
た
、
城
東
中
学
校（
令
和
６

~
８
年
度
指
定
教
育
課
程
一
般
）

と
向
中
野
小
学
校（
令
和
６
~
８

年
度
指
定
国
語
科
・
算
数
科
）
の

２
校
に
、
研
究
推
進
の
状
況
に
つ

い
て
発
表
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
成
果
と
今
後
の
取
組
の
方

向
性
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

︿
中
間
発
表
後
の
感
想
か
ら
﹀

・
両
校
の
取
組
か
ら「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
具
現
化

す
る
た
め
の
有
効
な
手
立
て
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
城
東
中

に
お
け
る
自
由
進
度
学
習
の
多
様

な
工
夫
は
、
個
別
最
適
な
学
び
と

協
働
的
な
学
び
の
調
和
を
図
る
上

で
極
め
て
示
唆
に
富
む
内
容
で

あ
っ
た
。
向
中
野
小
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
と
連
動
し
た
メ
タ
認
知
の
育

成
に
つ
い
て
も
、
振
り
返
り
を
３

つ
の
観
点
で
捉
え
、
全
校
統
一
で

取
り
組
む
徹
底
ぶ
り
に
感
銘
を
受

け
た
。
自
ら
の
学
び
を
客
観
的
に

捉
え
、
調
整
し
て
い
く
姿
こ
そ
が

主
体
性
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

た
。

分
科
会
発
表
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取
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︻
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︼
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６
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８
年
度
指
定
教
育
課
程
一
般
）

と
向
中
野
小
学
校（
令
和
６
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︻
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︼
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仙
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仙
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中
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仙
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９
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な

キ
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教
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計
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を
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し
、

授
業
や
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的
な
活
動
、児
童
会・

生
徒
会
活
動
等
を
キ
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リ
ア
形

成
の
視
点
で
見
つ
め
直
し
た
取
組

は
、
今
後
の
教
育
実
践
に
資
す
る

示
唆
に
富
む
内
容
で
し
た
。

︿
分
科
会
後
の
感
想
か
ら
﹀

・
９
年
間
を
見
通
し
た
キ
ャ
リ
ア

教
育
全
体
計
画
と
そ
れ
を
補
填
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
見
直
し
は
素
晴

ら
し
い
と
感
じ
た
。

・
中
学
校
区
と
し
て
の
一
体
感
が

感
じ
ら
れ
た
。
組
織
・
理
念
・
実

践
が
有
機
的
に
結
び
つ
き
、
全
職

体力向上分科会

先人教育分科会

キャリア教育分科会研究指定校中間発表

　盛岡市教育研究所では、研究成果
の普及を目的として、「研究紀要」を
作成しております。　
　ＰＤＦデータ版を各学校へ送付す
るとともに、教育研究所ＨＰに掲載
いたします。
　各学校における今後の研究推進に、
ぜひ御活用ください。

︿
分
科
会
後
の
感
想
か
ら
﹀

・
実
際
の
授
業
場
面
が
想
起
さ
れ
、

と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。
説
明
に

必
要
な
用
語
を
日
々
積
み
重
ね
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
や
、
深
い
学

び
の
在
り
方
を
考
え
る
良
い
機
会

と
な
っ
た
。

・
誤
答
の
分
析
結
果
を
基
に「
授

業
改
善
の
視
点
」
を
明
確
に
し
、

単
元
指
導
構
想
を
練
る
取
組
は
、

自
校
に
も
取
り
入
れ
た
い
内
容
で

あ
っ
た
。

︻
体
力
向
上
分
科
会
︼

　
運
動
領
域
ご
と
の
特
性
や
魅
力

を
最
大
限
に
生
か
し
、「
運
動
の

楽
し
さ
」
を
追
究
し
た
実
践
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。実
技
研
修
で
は
、

器
械
・
器
具
を
使
っ
た
運
動
遊
び

や
、サ
ッ
カ
ー
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
を
題
材
に
、「
場
」「
ル
ー
ル
」「
準

備
運
動
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
」
の
工
夫

に
よ
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
手
立
て

を
体
験
し
、
学
び
と
充
実
感
に
満

ち
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

︿
分
科
会
後
の
感
想
か
ら
﹀

・
運
動
の
楽
し
さ
を
実
感
で
き
る

内
容
で
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。
教

員
が
体
験
し
た
楽
し
さ
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を

再
認
識
で
き
た
。

・
成
長
段
階
に
応
じ
た
運
動
の
ポ

イ
ン
ト
や
楽
し
み
な
が
ら
体
力
を

高
め
る
工
夫
が
具
体
的
に
示
さ

れ
、
す
ぐ
に
授
業
に
活
用
で
き
る

実
践
的
な
内
容
で
参
考
に
な
っ

た
。

︻
先
人
教
育
分
科
会
︼

　
第
３
期
計
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１
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目
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踏
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︿
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後
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﹀
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啄
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す
る
学
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を
繰

り
返
す
こ
と
で
多
様
な
視
点
か
ら

啄
木
を
理
解
で
き
る
有
意
義
な
先

人
教
育
で
あ
る
と
感
じ
た
。
地
域

で
活
躍
す
る
方
々
を
先
人
と
捉
え

る
考
え
方
に
も
共
感
し
た
。

・
幅
広
く
生
き
方
や
考
え
方
に
触

の
研
究
成
果
と
今
後
の
取
組
の
方

向
性
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交

換
が
な
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れ
ま
し
た
。

︿
中
間
発
表
後
の
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か
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・
両
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の
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・

対
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で
深
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具
現
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で
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に
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調
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た
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野
小
の
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教
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３
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取
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ぶ
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。
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見
前
小
学
校
区

見
前
小
学
校
区

大
新
小
学
校
区

大
新
小
学
校
区

巻
堀
小
・
中
学
校

巻
堀
小
・
中
学
校

　
盛
岡
市
の
教
育
振
興
運
動
は
、
今
年
度
60
年
目
を
迎
え
る
歴
史
あ
る
市
民
運
動
で
す
。

　
今
年
度
は
、
第
12
次
５
か
年
計
画
の
５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
５
年
間
を
通
し
て
の
共
通
目
標
で
あ
る
、

「
地
域
総
ぐ
る
み
で
『
た
く
ま
し
く
生
き
る
盛
岡
の
子
』
を
育
も
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
６
地
区
で
の
地
区
集

会
が
実
施
さ
れ
、
各
地
区
の
実
践
を
交
流
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
区
集
会
で
発
表
さ
れ
た
見
前
小
学
校
区
、
大
新
小
学
校
区
の
２
学
校
区
の
実
践
と
、「
巻
堀
神
楽
」
の

演
舞
、
健
や
か
に
育
つ
児
童
生
徒
の
発
表
・
表
彰
の
姿
を
通
し
て
、
今
年
度
の
運
動
の
成
果
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
健
康
安
全
」「
健
全
育
成
」「
学

力
向
上
」
を
柱
と
し
た
取
組
に
お

い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
よ

さ
を
実
感
で
き
る
貴
重
な
機
会
と

な
っ
て
い
る
、
地
域
の
伝
統
行
事

「
虫
追
い
ま
つ
り
」や
、
子
ど
も
た

ち
の
学
習
や
生
活
を
支
え
る「
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
活
動

の
様
子
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
が
よ
り
よ
い
学
校
生
活

を
送
る
た
め
の
環
境
を
整
え
る
な

ど
、
教
育
振
興
運
動
と
学
校
運
営

協
議
会
が
連
携
し
た
取
組
に
つ
い

て
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
大
新
フ
ェ
ス
」
や
学
年
レ
ク
の

取
組
で
は
、
子
ど
も
達
の
意
見
を

丁
寧
に
聞
き
取
り
、
計
画
の
立
案

に
つ
な
げ
る
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら

し
た
取
組
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
な
ど
、
地

域
と
連
携
し
た
充
実
し
た
活
動
も

展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
様
々
な

場
面
で
の
子
ど
も
達
の
楽
し
そ
う

な
様
子
か
ら
、
保
護
者
・
地
域
・

学
校
が「
ワ
ン・チ
ー
ム
」と
な
り
、

地
域
の
子
ど
も
を
共
に
育
て
よ
う

と
す
る
学
校
区
の
特
徴
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　
　
実
践
発
表

開会行事の様子

【巻堀小・中学校「巻堀神楽」】

ご参会の皆様の様子

　
児
童
生
徒
発
表

盛
岡
市
教
育
振
興
運
動
実
践
発
表
大
会

盛
岡
市
教
育
振
興
運
動
実
践
発
表
大
会

令
和
７
年
度

巻
堀
神
楽
　
演
目

　
・
通
り
神
楽

　
・
笹
の
舞

　

巻
堀
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒

と
巻
堀
神
楽
伝
承
会
の
皆
様
に

は
、
伝
統
あ
る「
巻
堀
神
楽
」
を

ご
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
巻

堀
神
楽
」
は
、
約
１
５
０
年
に
わ

た
り
地
域
で
受
け
継
が
れ
、
盛
岡

市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
貴
重
な
文
化
で
す
。
勇

壮
で
迫
力
あ
る
舞
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

『
巻
堀
神
楽
」

『
巻
堀
神
楽
」
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︻
中
学
生
の
部
︼

ギ
ラ
ギ
ラ
と

日
ざ
し
の
刺
さ
る　

夏
の
海

体
に
響
く　

水
の
冷
た
さ

見
前
中  

２
年
　
鳥
居
光
流

学
校
賞

　
大
会
へ
の
参
加
率
と
入
賞
率
が

高
い
学
校
に
贈
ら
れ
ま
す
。

︻
小
学
校
︼　　
中
野
小
学
校

︻
中
学
校
︼　　
巻
堀
中
学
校

︻
努
力
の
部
︼

盛
岡
市
立
津
志
田
小
学
校

　
４
年　
吉
田　
希
帆
さ
ん

盛
岡
市
立
山
岸
小
学
校

　
６
年　
八
重
樫
駿
太
朗
さ
ん

岩
手
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校

　
６
年　
豊
巻　
大
地
さ
ん

︽
授
賞
理
由
︾

　
年
齢
に
よ
り
階
級
が
変
わ
る
太

極
拳
で
、
常
に
技
を
磨
き
続
け
な

が
ら
日
々
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
の
不
断
の
努
力
が
実
を
結

び
、
栄
え
あ
る
第
一
位
を
獲
得
し

ま
し
た
。

︻
善
行
の
部
︼

盛
岡
市
立
山
岸
小
学
校

　
６
年　
小
山　
明
稲
さ
ん

　
　
　
　
川
原　
寿
星
さ
ん

　
　
　
　
佐
藤　
理
海
さ
ん

　
児
童
生
徒
発
表

【
応
募
総
数
】

　
俳
句
　
７
、９
５
９
作
品

　
短
歌
　
６
、４
４
５
作
品

【
審
査
い
た
だ
い
た
方
々
】

　
国
際
俳
句
協
会
会
員

　
　
・
馬
場
　
吉
彦
　
先
生

　
元
岩
手
県
歌
人
ク
ラ
ブ

　
及
び
白
蘋
短
歌
会

　
　
・
菊
澤
　
研
一
　
先
生

　
　
・
山
本
　
　
豊
　
先
生
　

　
　
　
　
松
本　
仁
梛
さ
ん

　
　
　
　
三
井　
玲
楽
さ
ん

　
５
年　
熊
谷　
花
柊
さ
ん

︽
授
賞
理
由
︾

　

６
年
生
の
５
名
の
皆
さ
ん
は
、

体
調
不
良
で
倒
れ
て
い
る
人
を
見

つ
け
た
際
に
協
力
し
て
救
助
を
求

め
、
迅
速
か
つ
適
切
な
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
５
年
生
の
熊
谷
さ
ん

は
、
一
人
で
道
路
を
歩
く
幼
児
を

心
配
し
、
安
全
を
確
か
め
な
が
ら

見
守
り
ま
し
た
。
そ
の
場
で「
ど

う
す
べ
き
か
」
自
分
で
考
え
て
行

動
に
移
し
た
６
名
の
皆
さ
ん
の
姿

は
、
と
て
も
尊
い
も
の
で
す
。

俳
句
・
短
歌
大
会

　
令
和
７
年
度
の
「
児
童
生
徒
表
彰
」
並
び
に
「
俳
句
・
短
歌
大
会
」
の
表
彰
式
が
、
令
和
８
年
２
月
７
日

㈯
に
盛
岡
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
マ
リ
オ
ス
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
生
徒
表
彰
受
賞
者
と
、
俳
句
・
短

歌
大
会
各
部
門
に
お
い
て
特
選
に
選
ば
れ
た
方
々
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。俳

句
の
部
（
特
選
）

俳
句
の
部
（
特
選
）

︻
小
学
生
低
学
年
の
部
︼

海
行
っ
た

つ
な
み
け
い
ほ
う

す
ぐ
た
い
さ
ん

城
北
小  

２
年
　
吉
田
月
優
那

︻
小
学
生
中
学
年
の
部
︼

お
ぼ
ん
だ
ま

の
ぐ
ち
じ
ゃ
な
く
て

き
た
ざ
と
だ

太
田
東
小  

３
年
　
内
出
波
瑠

︻
小
学
生
高
学
年
の
部
︼

東
京
は

山
が
な
い
の
に

坂
が
あ
る

手
代
森
小  

６
年
　
吉
田
浩
介

︻
中
学
生
の
部
︼

盆
休
み

半
端
な
し
お
り
と　

文
庫
本

米
内
中  

３
年
　
名
須
川
颯
汰

短
歌
の
部
（
特
選
）

短
歌
の
部
（
特
選
）

︻
小
学
生
低
学
年
の
部
︼

ほ
し
空
に

う
ち
あ
げ
ら
れ
る  

夜
の
花

目
に
ひ
か
る
花

こ
こ
ろ
に
ひ
び
く

中
野
小  

２
年
　
石
川
奏
多

︻
小
学
生
中
学
年
の
部
︼

海
の
声

波
の
洋
服　

ゆ
ら
さ
れ
て

ザ
ザ
ン
ザ
ザ
ン
と

う
た
っ
て
い
る
よ

山
岸
小  

４
年
　
髙
橋
彩
佳

︻
小
学
生
高
学
年
の
部
︼

帰
り
道

君
と
並
ん
だ　

か
げ
ふ
た
つ

の
び
て
交
わ
る

言
葉
な
き
ま
ま

中
野
小  

６
年
　
小
向
空
愛

第
22
回　

盛
岡
市
教
育
委
員
会
児
童
生
徒
表
彰

第
20
回　

盛
岡
市
小
中
学
生
俳
句
・
短
歌
大
会

令
和
７
年
度
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「
子
ど
も
が
主
体
的
に
学
ぶ
」

学
校
教
育
へ
の
道

　
盛
岡
市
小
学
校
長
会

会
長　
有　
馬　
　
　
賢

（
北
松
園
小
学
校
長
）

　

日
本
政
府

が
提
唱
す
る

未
来
社
会
の
コ

ン
セ
プ
ト
の

「Society

（
ソ
サ
エ
テ
ィ
）５・０
」。

（
以
下
、
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
と
表

記
す
る
。）
第
５
期
科
学
技
術
基
本

計
画
に
お
い
て
、「
サ
イ
バ
ー
空
間

と
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
を
高
度
に
融

合
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
経

済
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解
決
を

両
立
す
る
人
間
中
心
の
社
会
」
と

し
て
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
が
初
め

て
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
教
育
現
場
で「
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・

０
」
に
具
体
的
に
取
り
組
む
た
め

に
、
小
学
校
学
習
指
導
要
領
総
則

を
よ
く
理
解
し
、
各
校
の
学
校
経

営
か
つ
校
内
研
究
で
具
現
化
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　
「
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
及
び

技
能
を
確
実
に
習
得
さ
せ
、
こ
れ

ら
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る

教
育
で
大
切
に
し
た
い
こ
と

～ 

教
職
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

～

　
市
小
・
中
学
校
長
会
の
会
長
と
し
て
、
盛
岡
市
の
学
校
教
育
を
牽
引

し
て
い
た
だ
い
た
お
二
人
の
校
長
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

た
め
に
必
要
な
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
等
を
育
む
と
と
も
に
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
を
養

い
、
個
性
を
生
か
し
多
様
な
人
々

と
の
協
働
を
促
す
教
育
の
充
実
に

努
め
る
こ
と
」
と
学
習
指
導
要
領

の
役
割
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
小

職
は
、
こ
れ
ま
で
体
育
科
の
授
業

改
善
に
よ
る
主
体
的
な
子
ど
も
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
ま

す
。
体
育
科
教
育
に
お
い
て
は
、

高
田
典
衛
先
生
の「
楽
し
さ
の
四

原
則
」
が
あ
る
授
業
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
楽
し
さ

と
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。
一
、

動
く
楽
し
さ
…
一
定
量
の
運
動
量

に
達
し
た
と
き
の
爽
快
感
を
味
わ

う
楽
し
さ
。
二
、
集
う
楽
し
さ
…

子
ど
も
が
仲
間
と
親
し
く
付
き
合

い
、
生
き
る
喜
び
を
感
じ
取
る
楽

し
さ
。
三
、
解
か
る
楽
し
さ
…
何

か
新
し
い
知
識
や
喜
び
、
も
の
の

見
方
・
考
え
方
に
新
た
な
方
向
を

見
出
す
楽
し
さ
。
四
、
伸
び
る
楽

し
さ
…
自
分
の
進
歩
や
新
し
い
自

分
が
出
現
す
る
楽
し
さ
。

《
高
田
典
衛
先
生
の
紹
介
》

　

岩
手
県
出
身
。
東
京
教
育(

現

筑
波)

大
学
附
属
小
学
校
教
諭
・

教
頭
を
経
て
、
文
部
省
体
育
局
体

育
官
。
昭
和
49
年
よ
り
現
筑
波
大

学
体
育
科
学
系
教
授
。（「
子
ど
も

の
た
め
の
体
育
」よ
り
引
用
）

　
体
育
科
教
育
に
お
け
る
授
業
分

析
は
、
量
的
研
究
か
ら
導
き
出
さ

れ
た
尺
度
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
授
業
は
多
角
的
な
面
を
持

ち
合
わ
せ
て
い
る
の
で
、
質
的
な

研
究
を
追
究
し
て
い
ま
す
。
エ
ス

ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
、
マ
イ
ク
ロ
エ
ス

ノ
、
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
分
析
な
ど
子
ど

も
た
ち
の
思
考
や
意
思
決
定
に
至

る
ま
で
を
分
析
し
、
主
体
的
な
学

び
へ
の
一
助
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

小
職
は
、
授
業
の
腕
を
磨
く
に

は
た
く
さ
ん
の
授
業
を
参
観
し
、

自
分
の
授
業
を
多
く
の
方
に
見
て

い
た
だ
き
、
対
話
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
こ

で
得
た
知
見
を「
盛
岡
の
文
化
・

岩
手
の
文
化
」
と
し
て
伝
え
、
子

ど
も
た
ち
の
主
体
的
な
学
び
を
保

障
す
る
力
と
な
る
こ
と
を
願
い
、

こ
れ
か
ら
の
教
育
文
化
の
継
承
・

発
展
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

感
化盛岡

市
中
学
校
長
会
　
　
　

　
会
長　
及　
川　
公　
子

　
　
　（
土
淵
中
学
校
長
）

　

教
員
採
用
試

験
を
受
験
し
た

と
き
の
問
題

で
、
今
も
強
く

印
象
に
残
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
30
年
以
上
も
昔
の
こ
と
で
、

文
言
は
あ
や
ふ
や
で
す
が
、「
こ
れ

ま
で
あ
な
た
が
読
ん
だ
本
の
中
か

ら
、
先
生
が
描
か
れ
て
い
る
本
を

３
冊
あ
げ
て
、
そ
の
先
生
に
つ
い

て
あ
な
た
が
思
う
と
こ
ろ
を
述
べ

な
さ
い
」
と
い
っ
た
内
容
だ
っ
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。（
違
っ
て
い

た
ら
す
み
ま
せ
ん
。）

　

最
初
に
思
い
浮
か
ん
だ
本
は
、

子
ど
も
こ
ろ
何
度
も
読
ん
だ「
二

十
四
の
瞳
」。
先
生
は
ま
さ
に
子
ど

も
た
ち
の
あ
こ
が
れ
。
溌
溂
と
し

て
さ
わ
や
か
な
、
優
し
い
先
生
の

姿
が
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、「
チ
ッ
プ
ス
先
生
さ
よ

う
な
ら
」。
こ
の
本
で
は
、
大
切

な
教
え
子
を
戦
場
に
送
る
こ
と
に

な
っ
た
先
生
の
苦
悩
す
る
姿
が
描

か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
い
よ
い
よ
３
冊
目
。
そ

れ
は
、「
一
房
の
葡
萄
」
で
す
。
絵

具
を
友
達
か
ら
盗
ん
だ
こ
と
を
心

か
ら
反
省
し
後
悔
す
る
少
年
に
、

先
生
は「
明
日
は
ど
ん
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
学
校
に
来
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
顔
を
見
な

い
と
私
は
悲
し
く
思
い
ま
す
よ
。

き
っ
と
で
す
よ
。」
と
声
を
か
け
ま

す
。
少
年
は
生
涯
こ
の
言
葉
を
忘

れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。
愛
情
深
い
尊
い
先
生
の

姿
。
こ
の
本
は
、
今
も
私
の
大
好

き
な
本
で
す
。

　
教
員
採
用
試
験
で
こ
の
問
題
が

出
題
さ
れ
た
の
は
、
改
め
て
、
受

験
者
自
身
が
ど
の
よ
う
な
理
想
の

先
生
像
を
も
っ
て
い
る
の
か
を
考

え
て
も
ら
う
た
め
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

考
え
な
が
ら
、
必
死
に
解
答
を
仕

上
げ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
よ
く
先
生
を

見
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
先
生
が

明
る
い
笑
顔
で
い
れ
ば
、
子
ど
も

は
安
心
し
ま
す
。
先
生
が
丁
寧
な

言
葉
遣
い
を
す
れ
ば
、
子
ど
も
は

心
穏
や
か
に
な
り
ま
す
。
先
生
が

一
生
懸
命
教
え
よ
う
と
す
れ
ば
、

子
ど
も
は
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
頑

張
り
ま
す
。
先
生
が
真
剣
に
話
を

聞
い
て
く
れ
れ
ば
、
子
ど
も
は
本

音
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

先
生
方
が
一
枚
岩
で
結
束
し
て
い

る
と
き
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
生

活
が
整
っ
て
い
き
ま
す
。
小
学
生

も
中
学
生
も
同
じ
で
す
。

　
「
感
化
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
教
師
は
、
子
ど
も
た

ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
存
在

で
あ
る
こ
と
を
、
い
つ
も
心
に
と

め
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
学
校
生
活
を
楽
し
く

過
ご
し
、
存
分
に
力
を
発
揮
し
て
成

長
で
き
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
心

を
尽
く
し
、
努
力
を
惜
し
ま
な
い

先
生
の
姿
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
健
康

に
留
意
し
、
自
身
の
姿
を
心
の
鏡

で
見
る
ゆ
と
り
と
、
日
々
の
ユ
ー

モ
ア
も
大
切
で
す
。
皆
様
の
ご
活

躍
を
心
か
ら
お
祈
り
し
、私
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
い
た
し
ま
す
。
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盛
岡
市
教
育
振
興
推
進
委
員
会

は
、
今
年
度
４
回
の
策
定
委
員
会

を
開
催
し
、「
第
13
次
５
か
年
計

画（
令
和
８
年
度
~
12
年
度
）」
の

最
終
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

子
ど
も
を
中
心
に
、
家
庭
・
地

域
・
学
校
・
行
政
の
五
者
が
連
携

し
、
教
育
課
題
の
解
決
に
取
り
組

む
基
本
理
念
は
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化

や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
時
間

の
増
加
な
ど
、
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
を
背
景
に
、
持
続

可
能
で
実
効
的
な
運
動
を
目
指
す

方
向
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
計
画
で
は
、
運
動
目
標

を
、「
地
域
み
ん
な
で
育
も
う﹃
自

分
を
大
切
に
し
、人
を
思
い
や
り
、

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
盛
岡
の
子
﹄」

と
定
め
ま
し
た
。

　

こ
の
目
標
に
は
、
子
ど
も
た
ち

が
自
己
肯
定
感
を
高
め
、
思
い
や

り
を
も
ち
、
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
深
め
る
こ
と
で
、
健
や
か
な
成

長
を
遂
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

第
13
次
計
画
で
は
、
二
つ
の
重

点
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
体
験
活
動
」。
地

域
行
事
や
自
然
体
験
、伝
承
活
動
、

勤
労
・
奉
仕
活
動
な
ど
、
多
様
な

体
験
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の
心
を

育
み
ま
す
。
二
つ
目
は「
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
！
自
分
時
間
」。
学
習
・

読
書
習
慣
の
定
着
や
、
情
報
機
器

と
の
適
切
な
付
き
合
い
方
、
生
活

習
慣
の
改
善
を
通
じ
て
、
時
間
を

上
手
に
使
う
力
を
養
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
学
校
運
営
協
議
会
と

の
連
携
・
協
働
を
軸
に
、
学
校
運

営
協
議
会
の
協
議
内
容
を
も
と
に

し
な
が
ら
、
具
体
の
活
動
や
学
校

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
中
学
校
区
を
基
本
と

し
た
地
区
編
成
に
よ
り
、
小
中
の

つ
な
が
り
を
強
化
し
、
地
域
と
学

校
が
一
体
と
な
っ
て
、
９
年
間
を

通
し
て
子
ど
も
を
育
ん
で
い
く
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

盛
岡
市
教
育
振
興
運
動

第
13
次
５
か
年
計
画
（
案
）
を
策
定

１
第
13
次
計
画
の

　
　
　
　
　
　
運
動
目
標

２
第
13
次
計
画
の

　
　
　
　
　
　
運
動
の
重
点

３
持
続
可
能
な
取
組
と

　
　
す
る
た
め
の
推
進
体
制
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が

き

あ

と

▼
巻
頭
言
に
お
い
て
は
、
情
報

通
信
技
術
の
進
展
が
も
た
ら
す

学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
貴

重
な
御
示
唆
を
頂
き
ま
し
た
。
▼

Society5.0 

の
理
念
の
基
、
こ
れ

か
ら
の
教
育
が
歩
む
べ
き
道
に
つ

い
て
省
察
す
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
学
習
指
導
要
領
が
掲
げ
る「
基

礎
的
・
基
本
的
な
知
識
技
能
の
確

実
な
習
得
」
と
「
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
の
育
成
」
は
、
未
来

を
切
り
拓
く
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
揺
る
ぎ
な
き
羅
針
盤
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、体
育
科
に
お
け
る
「
楽

し
さ
の
四
原
則
」
が
示
す
、
子
ど

も
の
心
の
躍
動
を
源
と
す
る
学
び

の
姿
は
、
教
育
の
本
質
を
鮮
や
か

に
照
ら
し
て
お
り
ま
す
。
▼
さ
ら

に
、教
師
が
子
ど
も
に
及
ぼ
す
「
感

化
」
の
深
さ
を
思
う
と
き
、
私
た

ち
自
身
の
姿
勢
や
語
り
が
、
子
ど

も
の
未
来
に
長
く
影
を
落
と
す
も

の
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
い
た
し
ま

す
。
か
つ
て
心
に
刻
ん
だ
理
想
の

教
師
像
は
、
今
な
お
私
た
ち
を
導

く
灯
火
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
▼

教
育
文
化
を
守
り
育
て
、
次
代
へ

と
確
か
に
継
承
し
て
い
く
た
め
に

は
、
互
い
の
学
び
を
重
ね
、
対
話

を
紡
ぎ
続
け
る
営
み
こ
そ
肝
要
で

あ
り
ま
す
。
本
稿
が
、
そ
の
営
み

を
改
め
て
心
に
刻
む
一
助
と
な
れ

ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

令
和
７
年
度

先
人
ゆ
か
り
給
食　

「
米
内
光
政
ゆ
か
り
給
食
」

先
人
ゆ
か
り
給
食　

「
米
内
光
政
ゆ
か
り
給
食
」

　「
盛
岡
の
先
人
教
育
」
推
進
の
一
環
と
し
て
、「
先
人
ゆ
か
り
給
食
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。「
先
人
ゆ

か
り
給
食
」
と
は
、
市
立
小
・
中
学
校
で
、
先
人
に
ゆ
か
り
の
あ
る
献
立
を
給
食
で
提
供
す
る
取
組
で
す
。

食
を
通
し
て
、「
盛
岡
の
先
人
」
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
敬
う
気
持
ち
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り

ま
す
。

　
今
年
度
は
、
総
理
大
臣
・
海
軍
大
臣
を
歴
任
し
た
米
内
光
政
に
ゆ
か
り
の
あ
る
給
食
を
、
10
月
上
旬
、

市
立
小
中
学
校
で
提
供
し
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
２
日
に
は
、
盛
岡
市
立
仙
北
小
学
校
（
村
田
浩
隆
校
長
）

を
会
場
校
と
し
、
内
舘
茂
市
長
等
を
お
招
き
し
、
給
食
の
会
食
会
を
行
い
ま
し
た
。

米
内
ゆ
か
り
の
献
立

米
内
ゆ
か
り
の
献
立

　
米
内
に
ま
つ
わ
る
著
書
を
参
考

に
献
立
を
決
め
ま
し
た
。

●
ご
は
ん

　
白
米
に
感
動
し
た
米
内
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
ち
な
ん
で
、
麦
の
入
っ

て
い
な
い
ご
は
ん
と
し
ま
し
た
。

●
盛
岡
豆
腐
カ
レ
ー

　

当
時
、
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
は
珍
し

く
、
米
内
も「
ず
い
ぶ
ん
辛
く
て
、

ど
ろ
ど
ろ
し
て
ま
し
た
ね
」
と
驚

い
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
米
内
は

豆
腐
田
楽
を
６
人
前
を
ペ
ロ
リ
と

食
べ
る
ほ
ど
豆
腐
が
大
好
物
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
豆
腐
の
入
っ
た
カ

レ
ー
に
し
ま
し
た
。

●
お
か
ら
コ
ロ
ッ
ケ

　

米
内
は
、
お
か
ら
も
と
て
も
好

き
で
、
酒
の
席
に
用
意
し
た
も
の

を
、
大
皿
で
三
度
も
お
か
わ
り
し

た
ほ
ど
で
し
た
。

●
ゆ
で
や
さ
い
の
甘
酢
和
え

●
ワ
イ
ン
ゼ
リ
ー

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ロ
シ
ア
に
駐
在

し
て
い
た
米
内
は
、
ワ
イ
ン
も
好

ん
で
飲
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

会
食
会

会
食
会

　

内
舘
茂
市
長
、
多
田
教
育
長
、

鈴
木
盛
岡
市
先
人
記
念
館
長
に
も

御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
仙
北

小
学
校
か
ら
は
村
田
校
長
の
他
、

児
童
会
執
行
部
・
給
食
委
員
の
児

童
31
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

仙
北
小
代
表
児
童
に
よ
る
、
米

内
に
ゆ
か
り
の
あ
る
献
立
紹
介
の

後
、
参
加
者
全
員
で
先
人
ゆ
か
り

給
食
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
、
米
内
の
食

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
思
い

起
こ
し
な
が
ら
給
食
を
楽
し
ん
で

お
り
、「
本
当
に
カ
レ
ー
に
豆
腐

が
入
っ
て
る
よ
」、「
そ
ん
な
に
豆

腐
が
好
き
だ
っ
た
ん
だ
ね
」、「
お

か
ら
コ
ロ
ッ
ケ
は
初
め
て
食
べ
た

け
れ
ど
、
お
い
し
い
ね
。
家
で
も

作
っ
て
も
ら
い
た
い
な
」
な
ど
、

米
内
に
思
い
を
寄
せ
な
が
ら
、
味

わ
う
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
国
際
連
盟
の
事
務

次
長
と
し
て
活
躍
し
た
、
新
渡
戸

稲
造
に
ゆ
か
り
の
あ
る
献
立
を
提

供
す
る
予
定
で
す
。


